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沖縄県内
SDGｓ 教育

なぜ？

・2019年、世界、国内の動や、沖縄県⽟城知事のSDGｓ宣⾔により、県内企

業等のSDGｓの取り組みが活発化。持続可能な社会形成に向けて、経済界も

SDGｓに舵を切り出した。沖縄県のSDGｓ元年である。

・しかし、教育はお⾦が掛かり、すぐに結果が出ない。さらに経済活動に結

び付きにくいが、将来への投資としては⾮常に重要。

・すでに、「取り残されてしまっている若い世代」が存在する。

・POST SDGs世代への積極的なアプローチは重要であり

2030年以降に社会を担う世代を軸にした体制づくり。

何故、教育か
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沖縄県内
SDGｓ 教育

取組事例（幼稚園）

写真提供：沖縄アミークスインターナショナル幼稚園

⼤事な海を守ろう！
海洋ゴミをアートに、家庭も学校もみんなで参加
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沖縄県内
SDGｓ 教育

取組事例（⼩学校）

写真提供：浦添市⽴ 前⽥⼩学校（特別⽀援学級）

モノレールに、もうのれーる！
モノレール開通と共に、持続可能な運営にするための課題解決学習
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沖縄県内
SDGｓ 教育

取組事例（⼩学校）

写真提供：南⾵原町⽴ 南⾵原⼩学校5年教諭

⽇々の授業、各教科とSDGｓを連結させる
特別なことではなく、⽇常からの取組み
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沖縄県内
SDGｓ 教育

取組事例（⼤学）

写真提供：沖縄キリスト教学院⼤学、英語コミュニケーション学科

沖縄21世紀ビジョン SDGｓ
⼤学⽣が地域資源を探求し、映像化する
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沖縄県内
SDGｓ 教育

取組事例（JICA）

写真提供：独⽴⾏政法⼈JICA沖縄

県内教育機関とNPO,企業へのSDGｓ情報集積地
県内各組織の取組み紹介、⾒学受け⼊れ、教材の提供
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沖縄県内
SDGｓ 教育

取組事例（修学旅⾏）

写真提供：エコツーラボ合同会社（エコガイドカフェ）宮古島の取組み

修学旅⾏
SDGｓ・アクティブラーニング

事前〜体験〜事後まで

SDGｓの視点で進めている
宮古島の海を持続可能な環境に
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台湾
SDGｓ 教育

取組事例（修学旅⾏）

写真提供：沖縄県産業公社台湾事務所、台湾永続能源研究基⾦会、沖縄県⽴球陽⾼校

・SDGｓ+ESG、台湾のSDGｓ取り組
みとしてプログラム提供を⾏った。

・海外の先進事例を⼈事交流、SDGｓの
・視点で互いの社会を学びあう。

沖縄県系⼈ネットワーク活⽤。
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沖縄県内
SDGｓ 教育
どうやる？①

・修学旅⾏における観光業、SDGｓ、アクティブ・ラーニングを
取り⼊れた学びの⽀援体制。SDGｓ 地域 観光 教育

・沖縄県の教育現場が、SDGｓを今後も推進していく際に、沖縄

21世紀ビジョンとSDGｓの連携をした学びのプログラム開発と各
地域の学び合いの可視化。SDGｓ 沖縄21世紀ビジョン

・教育現場、企業、地域団体とのパートナーシップ
によるSDGｓ推進。SDGｓ パートナーシップ

⼤事なのはパートナーシップ
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沖縄県内
SDGｓ 教育
どうやる？②

・「取り残されてしまっている若い世代」へのアプローチ。今ま
で救えなかったことが、SDGｓが広がることで⽀援の輪を広げる。

SDGｓ 地域 教育

・若い世代を意思決定に加える。意⾒の徴収ではなく、計画段階
の中から参画する。SDGｓ POST・SDGｓ世代の参画

・⼤きな施策作りを男性中⼼で⾏ってきた社会の仕組みを変える。
「取り残される⼈」も「取り残される⼈に関わる⼈」も最前線

に⼥性が多い現状として意思決定に⼥性の参画を増やす。

SDGｓ ⼥性の参画

⼤事なのはパートナーシップ
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沖縄県内
どのように

・SDGｓ、沖縄21世紀ビジョンの5つの将来像とのリンクが重要。
2030年、世界的な視野の下、地域で活動する、理想的な社会づくりを
⽬指す。

・推進体制、パートナーシップを活⽤した拠点組織の形成。⾃治体・

⺠間・教育・市⺠が情報の⼊⼿、提供が可能となり、「誰⼀⼈取り残
されない」仕組みづくり、「持続可能な社会」形成のための⼈員体制
が可能な拠点の形成。

・体制を、県内のネットワークに終始しない。海外を含む、
沖縄応援団や世界のウチナーンチュネットワークの体制への参画。

体制づくり
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沖縄県内
広げよう

・SDGｓ推進のための広げるキャンペーンを全県的に進める。
認知度調査等、パブリックコメントの導⼊

・新しい概念ではなく、今までやっていた沖縄ならではのSDGｓ取り
組みを可視化し、情報共有の仕組みづくり。

先進事例を共有する

・広報体制、⼀⽅的な情報提供ではなく、相互⽅向性を重視したキャ
ンペーンの展開。

市⺠、特に若い世代の疑問に各専⾨家が答える
コール&リスポンス体制を充実させる

広げるキャンペーン

12


